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キーパーソン集結! 2019

地域おこし人“地域サミット” in 菊池

日時：2019年3月23日(土) - 24日(日)

･集合 3/23(土) 12:00 熊本空港
・農家レストラン 3/23(土) 12:50 - 13:50
・視察(菊池渓谷) 3/23(土) 14:25 - 15:25
・ふるさと水源交流館 3/23(土) 15:40 - 16:30
・懇親会(バーベキュー) 3/23(土) 18:00 - 20:00
・朝茶会(図書館見学) 3/24(日) 09:00 - 10:00
・ミニサミット 3/24(日) 10:00 - 12:30
・昼食(コッコファーム) 3/24(日) 12:45 - 13:45
・コッコファーム&白金の森 3/24(日) 13:55 - 15:20
・解散 3/24(日) 16:00 熊本空港

会場：熊本県菊池市
主催：未来を創る財団 共催:菊池市

癒しの里菊池



地域おこし人“地域サミット”in 菊池
開催概要

キーパーソン集結! 2019
地域おこし人“地域サミット”in 菊池

～地域力を活かして、連携型の地域課題解決を実現する～

昨年、初めて開催して大好評とともに新しい繋がりを生み出してきた「地域起こし人サミット」を今年は、地域
の現場に出かけて、キーパーソンと共に語り合い、新たな展開が生み出されていくように仕向けていきたいと思
います。知恵と情熱で地域に変化をうみだそうとしている方々の参加をお待ちしております。

地域に新しい「解決する力」を生み出すために～ヒト、地域、課題、みんなでもっとできること～
日本の各地には、地域おこしに取り組み、素晴らしい成功例をもつ地域おこしのキーパーソンがおられるが、
相互のノウハウ共有や連携には至っていません。本企画では、実際に地域の課題解決の現場を訪れて、地
域や業態での成功体験、ノウハウをヒントとして、それぞれの地勢、風土、気風、歴史などの特性を活かして、
取り組みが進む状況と今後の課題を伺いながら、多彩な「地域おこし人」メンバーとのダイアログによって、地
域圏文化の再生・交流、ノウハウの共有・拡大、都会人脈のネットワークづくり、ファンドレイジングの応用など、
地域戦略の構築、進展を目ざします。
本企画の成果は「地域おこし人サミット2019」を通じて発表し、情報の共有、ネットワーク化を図っていきます。

[実施要項]
日時：2019年3月23日(土) - 24日(日)
・集合 3/23(土) 12:00 熊本空港
・解散 3/24(日) 16:00 熊本空港
会場：熊本県菊池市生涯学習センターKiCROSS

会費：(3/24サミットのみ参加)無料 (3/23-24の1泊4食含む)20,000円
(3/23懇親会のみ)3,000円

参加要領：熊本空港集合または菊池市へ直行
お申込み：キーパーソン1名の推薦をつけて下記事務局まで

主 催：一般財団法人 未来を創る財団 「次世代に明るい未来をおくる」
共 催：菊池市
進行管理：株式会社ファンドレックス

[主なプログラム]
3/23(土)
・菊池市の農家レストランで地産ランチ
・特産視察(菊池渓谷 ⇒ きくちふるさと水源交流館)
・地域懇親会(地域の生産者と地域おこし人とのバーベキュー) 宿泊:笹乃家

3/24(日)
・朝茶会(生涯学習センターKiCROSS図書館見学)
・ミニサミット
・昼食(コッコファームたまご庵)
・午後視察(コッコファーム&白金の森)
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紹介ページ → http://www.theoutlook-foundation.org/

お申し込みご連絡：事務局長 麻植 茂（おえしげる）
090-3330-3584
abrighterfuture@theoutlook-foundation.org

参考:良いものを高く売る方法とは
http://wedge.ismedia.jp/articles/-/14773



地域おこし人“地域サミット”in 菊池
マップ
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菊池渓谷

熊本空港

菊池市役所

郷乃恵

水源交流館

生涯学習センター

ママトコ
キッチン

コッコファーム

3月23日(土) 3月24日(日)

12:00 熊本空港集合
12:30 出発 (セブン観光マイクロバス22人乗り)

8:55     笹乃家バス出発

12:50農家レストラン郷乃恵(ごうのめぐみ)
だんご汁定食 13:50出発

9:00     生涯学習センター研修室で朝茶会
9:30-9:45図書館見学

14:25 菊池渓谷 見学
15:25出発

10:00～12:30  ミニサミット
大研修室及び2部屋

15:40 きくちふるさと水源交流館
16:30出発

12:45   コッコファームたまご庵
親子丼orオムライス 13:45出発

16:50 国際ホテル笹乃家にチェックイン
17:40出発

13:55  コッコファーム研修
14:35出発

18:00 ママトコキッチン(バーベキュー)
20:00出発

14:40   白金の森見学
15:20出発

20:20  笹乃家バス帰着 15:40   空港着・解散

笹乃家

郷乃恵(ごうのめぐみ) 〒869-1231 熊本県菊池郡大津町平川１０４５
きくちふるさと水源交流館 〒861-1441 熊本県菊池市原１６００
国際ホテル菊池笹乃家 〒861-1331 熊本県菊池市隈府１０９０−１
ママトコキッチン 〒861-1344 熊本県菊池市七城町蘇崎１３１０−３
菊池市生涯学習センター 〒861－1331 熊本県菊池市隈府872番地
コッコファーム 〒861-1312 熊本県菊池市森北１０７７



地域おこし人“地域サミット”in 菊池
ハイライト
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菊池市生涯学習センターKiCROSSは図書館・公民館が 一体となった施設
Kikuchi + Cross ＝ KiCROSS（キクロス）
「さまざまな人・情報・文化が出会い、交わり、 新たなものを生み出す」
〒861－1331 熊本県菊池市隈府872番地

きくちふるさと水源交流館は、菊池東中学校の跡地を活用したまちづくりとグリーン
ツーリズムの拠点施設。菊池渓谷のすぐ近くにあるこの地域は、むかしから『水源』と
呼ばれ、清流のかもしだす山郷の雰囲気を満喫し、木造校舎のなつかしい空気に
ふれ、たくさんの思い出が生み出されます。地元住民によるＮＰＯ法人「きらり水
源村」が指定管理者として運営。

菊池渓谷は、菊池市街地から東へ約 17ｋｍ、阿蘇外輪山の北西部の標高５
００ｍ～８００ｍの間に位置し、約1,193haの広大な面積からなる”憩いの森”
です。 菊池川の源をなす菊池渓谷は、うっそうとした天然生広葉樹で覆われ、その
間をぬって流れる淡水は、大小さまざまな瀬と渕と滝をつくり、その変化に富む渓流と,
美しい森林とがおりなす姿は絶景です。

コッコファームの直売所『たまご庵』は物産館、レストラン、農産加工室、中央ホール、
インキュベーションオフィスなどを備えた地域の複合コミュニティ施設です。店内では直
営農場より毎日運ばれる「コッコファームのたまご」の販売に加え、地元の生産者が
新鮮な野菜や加工品を持ち寄り販売しています。「たまご庵」の運営のテーマは「人
づくり」、施設のコンセプトは「一軒の農家の直売所」です。このテーマとコンセプトが、
これからの日本を元気にする起爆剤になれれば幸いです。年間来場者数97万人
（2016年度実績）従業員数135人（2017年4月現在）

(株)コッコファームが手がける「白金の森」。松岡会長が長年温めてきた「森北農業
公園構想」を原点とする「都市と農村の交流」、「農業、地域、環境の未来」をコン
セプトに温泉や宿、地域の豊かな食材を提供することにこだわった施設



地域おこし人“地域サミット”in 菊池
参加予定キーパーソン

江頭 実(熊本県菊池市長)
1954年熊本県菊池市生。菊池高校から九州大学経済学部へ進み、1976年卒業、富士銀行に入行。ニューヨーク、
ロンドンなど海外畑を歩む 。スイス富士銀行社長、ロンドン支店長などを歴任。2009年～12年ソフトバンク勤務。2013
年4月菊池市長に初当選。様々ンアイデアで、ふるさとの宝を全世界に売り込む。2017年の市長選で再選。

渡辺 義文(自然派きくち村店長/有限会社渡辺商店代表取締役)
1997年に福岡から熊本県菊池市帰り酒屋の3代目を継承。当時は規制緩和で酒屋の家業は大変な時期、環境問題
の講演をきっかけに無農薬のお米の販売を始めるが全く売れなかったが、自ら米作りに取り組み始める。初めて作ったお米
で焼酎を作ったことで、1次産業からの商品ができることに気づく。地元の無農薬の農産物を原料に商品開発を行い、ネッ
トショップ「自然派きくち村」で農産物の販売を開始。生産者が価格を決め、どのように販売するかが商売。「販売業者、消
費者を含め、みんなが納得して幸せになるような社会を残したいから」今では全国に2.5万人を超える顧客を持つまでに成
長。

実取 義洋(無農薬無肥料農業家)
熊本県菊池市龍門地区出身、無施肥無農薬のお米作りを主体に無農薬の農業を営む。長女の小学校入学を機に
2009年に同地区へＵターン。2013年に小学校閉校後、跡地活用地域協議会を開催、その後の移住定住促進センタ
ーへ繋がる。菊池市域学連携事業に地域おこしの視点で給食をとらえ「給食を考える会菊池」として参加。2016年3月、
同事業の一環で理想の給食を提供したシンポジウム開催。2012年新規就農、現在は少子高齢化の進む地域で子ども
6人のＰＴＡ、消防団、農協など中山間地の各種役職の担い手となっている。就農前は環境活動ＮＰＯへ従事。

真野 毅(長野県立大学教授)
京セラに1978年入社。稲盛名誉会長の下で、ベンチャー投資、J/V、M&A等を通じた事業提携を推進し、米国子会社
の経営陣として京セラの海外戦略を担当した。3１年の民間企業経験の後、公募で豊岡市副市長に2009年に就任。
地域おこし人材の登用・支援により、行政と民間企業との協働を推進し、地場産業である鞄産業の活性化や城崎温泉
のインバウンドの拡大を実現した。

隅田 徹(徳島県神山町「株式会社えんがわ」代表/株式会社プラットイーズ 会長株式会社神山神領（WEEK神山）
代表)
海外ニュース配信会社での勤務を経て2001年に映像のデジタル・アーカイブを手がける（株）プラットイーズを創業。
2013年、徳島県神山町に同社のサテライトオフィス（えんがわオフィス）を開設。同時に徳島で4K映像を取り扱う新会
社「えんがわ」を設立。2015年には町民株主50名による宿泊施設「WEEK神山」を開業。

五月女圭一(ゲイト 代表取締役CEO/Founder、ホリウェル代表取締役、Huber.特別顧問、国際社会動態研究所
主任研究員、ミャンマー現地法人 Pmark Vice President、シプード顧問、フクダリーガルコントラクツアンドサービシス
ICT顧問)
現在、東京都内に10数店舗の居酒屋事業を切り口に、自立的かつ持続可能なビジネス構造への改革を進めている。
「飲食店はコミュニケーションハブである」「中小企業は実証実験の場である」など既存の固定概念にとらわれないスタイルで、
商品品質をあげるために、上流に向かい、地域に寄り添い、自ら漁師になり、三重県で漁業水産業に取り組むなど、垂直
統合の実現と根本的な地域問題解決を図っている。

宮田 理恵(カテナ株式会社代表取締役/宮崎県みやざきブランドマーケティングアドバイザー)
伝統野菜・佐土原ナスのブランディング、宮崎県きんかんヌーボーパーティプロデュース、宮崎県カラダグッドミヤザキブランディ
ング、焼酎ノンジョルノ宮崎パーティプロデュース（東京、宮崎、パリ、ミラノ）など、宮崎の食と人を国内外にアピールし、ブ
ランディング、物を動かすだけでなく、宮崎へ呼び込む仕掛けも行っている。

河内 ひとみ(広島県大竹市立玖波公民館職員/広島大学客員研究員)
マンネリ化した公民館のイメージアップを図るため「おしゃれな学び空間」である「学びのカフェ」を創造。また大幅な刷新を図
り、まちを元気にする「地域ジン」が誕生。オリジナルTシャツ・テーマソングなど作成。その後、空き古民家を利用した「古民
家deカフェ」地域総出演のファッションショー「くばコレ」「KUBAシネマ」開催。2015年度文部科学省 優良公民館表彰最
優秀館（全国１位）受賞。2015年度 広島県チャレンジフォーラム地方創生「まち」部門 受賞。
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参加予定キーパーソン

戸田 佑也(株式会社あらまほし代表取締役)
教育学を専攻し、在学中に外国人児童・生徒への日本語学習ボランティアや、東日本入国管理センターに収容されてい
る難民への面会ボランティア活動に携わり、人種・国籍などによる制度的不利がない社会の構築を志すようになる。三菱
UFJリサーチ&コンサルティング株式会社で、主に地方自治体における地域振興・産業政策に関する調査・コンサルティング
に取り組む。株式会社あらまほし代表取締役に就任。地方自治体の調査コンサルティング、研修講師などを行っている。

麻植 茂(未来を創る財団 事務局長)
専門分野：資本会計・経営アドバイザー 研究テーマ：ギリシャ人の源流、リベラルアーツが果たすべき役割 元公認会
計士 未来を創る財団主催「外国人に関する地域意見交換会」開催のため、愛知県名古屋市、静岡県浜松市、秋田
県大潟村ならびに仙北市、兵庫県豊岡市、東京都新宿区、長崎県大村市を歴訪し、事前の情報収集、意見交換を
重ねるほか、福岡市で西日本新聞社と共催の「新移民時代クフオカ円卓会議」開催を運営した。

内海 隆樹(認定NPO法人プラチナ・ギルドの会監事)
シニアが動く・日本が変わるをテーマに活動。未来を創る財団・事務局

イノウエヨシオ(株式会社ファンドレックス ファンドレイジング・プロデューサー)
ＮＰＯや社会起業家の発信力強化のために「共感が拡がる活動紹介ＣＭ（共感ＣＭ）」と「コンパクト・ダイヤログ」等
を軸とした「発信力強化研修」モデルを開発し、全国各地で大きな変化を生み出してきている。「自分たちで映像を作成で
きる」レベルにまでもっていく研修スキルは評価が高く「共感ＣＭ」作成支援の第一人者。また、各地でチャリティイベント企
画・運営の仕掛け人として活躍する一方、地域における「志」金循環をテーマにした研修では年間３０００名以上に講
演して高い評価を得ている。

川瀬 政美(地域課題ソリューション・デザイナー)
コンサルタントとして、東京都多摩市での見守り拠点づくりなどを大手物流会社と共に企画・運営。人材育成の研修講師
なども務める。ボーイスカウト日本連盟社会連携広報委員として、地域での子どもや高齢者の居場所づくりなどに取り組む。

生津 勝隆（写真家）立教大学社会学部社会学科卒業後、University of Missouri-Columbia School of
Journalismで修士課程を修める。専攻はフォト・ジャーナリズム。「人」と「社会」に興味を持ちながら写真家として活動。
2006.8 -2017.6 ”COURRiER Japon”、2014.4 -2018.2 “Wedge”のフォト・エディター。同時に、フォト・ジャーナ
リストとして国内外の企業、要人、社会問題の取材に携わる。“Wedge”では、本連載『地方創生のキーワード』を担当。
2015年6月、第一子の誕生を機に、東京から徳島県神山町に移住。イメージに特化したコンサルティング・ファーム「しわし
わ」を設立(www.siwasiwa.jp)。フォト・ジャーナリストとフォト・エディター両方の経験と視点を活かしながら、企業、個人、
店舗、自治体のイメージ構築を手助けする。

磯山 友幸(経済ジャーナリスト)
1962年生。早稲田大学政治経済学部卒。87年日本経済新聞社に入社し、大阪証券部、東京証券部、「日経ビジ
ネス」などで記者。その後、チューリヒ支局長、フランクフルト支局長、東京証券部次長、「日経ビジネス」副編集長、編集
委員などを務める。現在はフリーの経済ジャーナリスト。『2022年「働き方」はこうなる』（ＰＨＰビジネス新書）など著書
多数。地域おこしの現場を歩き、ユニークな取り組みをまとめた「地域再生のキーワード」を4年にわたって月刊Wedgeに連
載した。
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空港バス:2日間にわたる「地域サミット」がいよいよ開幕!歓迎の言葉と
このプログラムの概要紹介(移動はすべてチャーターバス移動)

地域おこし人`地域サミットの流れ`

視察:2日間にわたって話し合いを続けてきた地域サミットの内容を総括するような「地域おこし
人」が現場ならではの発想を重ねます。コッコファーム&農家オーベルジュ白金の森

懇親会:地域の生産者×地域おこし人
の交流を深めるバーベキュー

昼食:地域おこし人同士の掛け合わせが
促進するような繋がりが多数、誕生してい
きます。

朝茶会:地域おこし人を囲んで名刺交換
や交流が進みます。

地域おこし人“地域サミット”in 菊池
サミットの流れ

ランチ:菊池市の地産品をふんだんに使った歓迎ランチ

視察:菊池市の特産品を視察(農業大国・菊池は生産高で日本の約1700ある自治体において売
上13番目、畜産4番目)菊池渓谷・水源交流館

ミニサミット:地域おこしの達人を囲んだワークショップを行います。
ここでは登壇者と観客が舞台と客席でへだたりあうのではなく、集う人々みんなで話し合い、課題
解決を考え、意見を交換する大きな円卓のイメージです。会場に点在するキーノートスピーカー
からの実践報告につなげて会場から出た「キーワード」をひろって、場としての方向付けを図ります。
特に「癒しの里」というコンセプトを深化させていきたいと思います。

「地域のバリューを発見」 ⇒ 「共有」 ⇒ 「2つ以上のバリュー結合」 ⇒ 「付加価値創出」
⇒ 「その結果としての高値での流通」「価値発信」

地域の人にとっては「よそもの」の芽が入るからこそ、地域のバリュー再発見と価値の再構築

キーノート
スピーカー



地域おこし人サイトと地域サミット

地域おこし人
サミット2018

地域おこし人の集結に
よる新しい融合

地域おこし人
サミット2019

地域おこし人の集結で
さらに新しい価値創造

地域サミット

in

菊池

地域の人々を
地域おこし人に
地域おこし人が
多数訪問×地域の
人々と交わることで変化
を更に生み出す土台を
一段階挙げていく

地域サミット

in

大館

地域サミット

in

仙北
更なる付加価値創造
バリューメーカーへ

新しいコラボレーションのスタート
コレクティブ・インパクト

地域おこし人をハイエンドに
地域おこし人同士の交流で
マッチングによる価値を強く意識


